
     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

今
年
の
お
正
月
に
黒
岩
神
社
に
初
詣
に

行
き
、
黒
岩
小
学
校
児
童
の
成
長
と
地
域

の
安
全
及
び
発
展
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

宮
本
と
い
う
地
区
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

た
時
、
で
は
神
社
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
な

と
思
い
ま
し
た
。
普
通
「
宮
本
」
と
い
う

地
名
が
あ
れ
ば
、
そ
の
地
域
の
鎮
守
、
産

土
（
う
ぶ
す
な
）
に
あ
た
る
神
社
が
存
在

す
る
か
ら
で
す
。
す
ぐ
に
黒
岩
（
赤
城
）

神
社
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
が
、

訪
れ
る
の
は
新
年
に
な
っ
て
か
ら
に
な
り

ま
し
た
。 

黒
岩
カ
ル
タ
で
は
、
冒
頭
の
よ
う
な
読

み
札
に
な
っ
て
い
ま
す
。
児
童
か
ら
も

「
赤
」
だ
か
「
黒
」
だ
か
ど
っ
ち
？
と
い

う
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
黒
岩
神
社
は
、

字
赤
城
五
二
三
番
地
に
あ
り
ま
す
。
周
辺

の
字
名
が
赤
城
で
す
か
ら
、
そ
の
由
来
は

赤
城
神
社
で
あ
っ
た
考
え
ら
れ
ま
す
。
も

と
も
と
赤
城
神
社
で
あ
っ
た
の
が
、
明
治

時
代
末
期
の
一
村
一
社
制
度
に
よ
り
い
く

つ
か
の
村
内
の
神
社
が
合
祀
さ
れ
た
結
果
、

黒
岩
神
社
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

『
黒
岩
村
誌
』
に
は
、
「
大
字
上
黒
岩
、

下
黒
岩
の
鎮
守
で
あ
る
こ
と
」「
祭
神
は
大

國
主
之
神
」
、
「
祭
日
の
９
月

29
日
に
は
、

村
長
も
参
加
す
る
祭
典
儀
式
に
学
校
長
以

下
生
徒
も
出
席
し
た
こ
と
」
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和

59
年
発
行
の
『
富

岡
市
史
・
民
俗
編
』
で
は
、「
祭
日
は
、
以

前
は
９
月

29
日
で
あ
っ
た
が
、
晩
秋
蚕
の

関
係
で

10
月

15
日
に
変
え
、
黒
岩
全
体
で

お
祭
り
を
や
っ
て
い
る
。
祭
り
の
前
日
を
、

よ
い
ま
ち
ま
た
は
よ
い
ま
つ
り
と
い
い
、

各
部
落
ご
と
に
幟
（
の
ぼ
）
り
を
立
て
た
。

嫁
に
い
っ
た
娘
た
ち
が
子
供
を
連
れ
て
お

客
に
来
た
の
で
、
各
家
族
と
も
大
変
に
ぎ

や
か
で
、
夕
食
な
ど
も
、
普
段
は
芋
の
入

っ
た
お
切
り
込
み
だ
が
、
こ
の
日
は
手
打

ち
の
う
ど
ん
を
食
べ
た
。
祭
り
の
日
に
は
、

下
黒
岩
は
神
楽
と
獅
子
舞
を
、
上
黒
岩
が

山
車
を
出
し
、
村
中
を
山
車
と
獅
子
が
し

ゃ
ぎ
り
な
が
ら
歩
き
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
。
」

と
あ
り
、
昔
の
様
子
が
し
の
ば
れ
ま
す
。 

『
北
甘
楽
郡
史
』
を
記
述
し
た
本
多
亀

三
先
生
も
、
こ
の
神
社
に
関
し
て
「
創
立 

           
 

年
代
、
及
、
勢
多
郡
の
赤
城
社
と
如
何
な

る
関
係
あ
る
べ
き
か
、
こ
れ
ら
の
事
に
つ

き
て
は
、
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず
。
」
と
し
て

い
ま
す
。
私
も
、
上
野
国
（
こ
う
ず
け
の

く
に
）
一
ノ
宮
の
貫
前
神
社
の
す
ぐ
近
く

に
、
上
野
国
の
二
ノ
宮
で
あ
る
赤
城
神
社

が
（
末
社
か
ど
う
か
不
明
）
あ
る
こ
と
が

不
思
議
に
思
い
ま
す
。
創
立
時
代
は
不
明

で
す
が
、
鳥
居
を
く
ぐ
っ
た
所
の
両
脇
に

あ
る
石
燈
籠
に
は
、
東
側
は
享
保

11
年

（
一
七
二
六
年
）
下
黒
岩
村
の
寄
進
に
よ

る
こ
と
、
西
側
は
享
保

17
年
（
一
七
三
二

年
）
上
黒
岩
村
の
寄
進
に
よ
る
こ
と
が
彫

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
村

一
社
制
度
に
な
る
は
る
か
前
か
ら
、
上
下

合
わ
せ
た
黒
岩
村
の
鎮
守
様
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。 

現
在
の
鳥
居
、
石
段
、
拝
殿
は
新
し
く

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
拝
殿
の
奥
に
あ
る

本
殿
は
覆
屋
（
お
お
い
や
）
の
中
な
の
で

詳
し
く
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
古
い
建
造

物
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。 
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写真２ 石燈籠 

写真３手洗石(ちょうずいし)明治 15 年  


